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建造物・美術工芸品

１．はじめに

養源院客殿は昭和61年6月2日に「養
源院本堂」として京都市指定有形文化財に
指定された。本報告は，平成27年度京都
市指定文化財修理事業として実施された
工事内容の紹介である。この修理実施中，
客殿を含む境内の主要な建造物が，平成
28年2月9日付けで国の重要文化財に指
定された。本報告での室名は，国指定時の
名称で記述をする。
なお，挿図とは別に，修理前後写真につ
いては，文中に（写○）と示し，文末にま
とめて掲載した。補修箇所調査図面・顔料
写真についても文末に掲載した。
養源院は，現在浄土真宗の寺院である
が，昭和30年までは天台宗に属していた。
文禄3年（1594），浅井長政の長女淀に
よって父の菩提を弔うために創建された
が，元和5年（1619）に焼失し，同7年に
長政の三女，徳川秀忠室江によって再建さ
れた。
客殿は，元和7年の鬼瓦が残っている点
や様式，手法からみて，元和再興時のもの
と考えられる。入母屋造，本瓦葺の大型の
禅宗方丈型建築で，南面し，西面南寄りに
軒唐破風付入母屋造，本瓦葺の奥玄関が付
属する。平面は六間取形式で，中央は外陣
とその奥に仏壇を備えた内陣とし，更に背

面には槇之間が付き，両脇には各2室が配
され，四周に広縁及び落縁がまわる。内陣
の仏壇には本尊阿弥陀如来，浅井長政，歴
代将軍の位牌が祀られている。また内陣襖
の俵屋宗達筆「金

きんじちゃくしょくまつず

地著色松図」，広縁杉戸
の宗達筆「表

おもてししうらなみ

獅子裏波ニ麒
き り ん ず

麟図」および
「表

おもてししうらはくぞうず

獅子裏白象図」は，重要文化財（美術
工芸品）に指定されている。今回修理対象
となった狩野山楽筆の唐獅子図（以下，本
図とする）は，仏壇の羽目板に嵌められた
3面の壁貼付絵である。	（千木良・安井）

２．狩野山楽筆「唐獅子図」の概要

本図の作者については，作品中に落款は
ないものの，かねてから狩野山楽（1559
～1635）筆とする見解が提示され1），それ
がひろく認められて今に至っている。
狩野山楽は，浅井家家臣の木村永光の子
として生まれながら，絵を好み，狩野永徳
を師として研鑽を積み，狩野姓を許される
までに大成した。狩野家本流が，江戸幕府
の開府に伴い，江戸に本拠地を移したのに
対し，山楽は活動拠点を京に置き，京狩野
の祖となったことでも知られている。代表
作には，大覚寺障壁画（重要文化財）や
「龍虎図屏風」（６曲１双，妙心寺蔵，重要
文化財）などがあるが，いずれも永徳の画
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風を受け継ぐ豪壮な作風を示す。本図の制
作時期は養源院再建の元和７年頃と考え
られ，山楽の晩年期の作品のひとつとな
る。
本図の法量は，四分一を設置した状態
で，東側本紙（写1～4）が縦45.1㎝，横
199.0㎝，中央（写5～8）が縦45.0㎝，
横198.8㎝，西側（写9～12）が縦45.2
㎝，横199.0㎝である。
本図は紙本金地著色で，各面とも2頭の
唐獅子を左右に配している。肥痩のある描
線は闊達で，唐獅子の動きを的確にとらえ
ている。また，金泥の毛描きはしなやかに
体全体を覆い，唐獅子の動勢を助長する。
画面の制約から，金地の余白が少なく，や
や窮屈な印象を与えるが，本図は，桃山か
ら江戸初期にかけての狩野派の唐獅子図
として，小品ながら優れた出来映えを示し
ている。	 （安井）

３．損傷概要

本図に特徴的な損傷としては，後述する
仏壇羽目板の特殊な構造と下貼り層の糊
浮きなどにより，たわみや凹凸が生じてお
り，これに起因する亀裂や欠損が画面下部
に集中していたことが挙げられる（写

13・15）。また，東側画面の向かって左の
唐獅子には天地方向に亀裂痕があり，過去
の修理において3㎜ほど図様がずれて接
着されていた（写17・18）。
絵具層では，剥離・剥落が進行してお
り，特に白色顔料の剥落や緑青の粉状化が
進行していた（写21）。背地の金箔につい
ても，擦損や掻損による剥離・剥落が認め
られ，金箔の膠着力の低下が見られた（写
23）。
本紙の欠損部分には，過去の修理による
補修紙（金箔押し紙及び補彩された紙）が
補填されていたが，表面の剥落や汚損が生
じているため，鑑賞面で支障をきたしてい
た（写25）。
このほか，虫害などによる料紙の欠失

（写27），付着物等による汚損（写29）な
どが見られ，加えて，表面には合成樹脂が
塗布された形跡があり，樹脂の溜りやテカ
リ（図１）が生じていた。
本紙以外の損傷としては，漆塗縁（四分
一）の欠損が確認された。	 （安井）

４．修理方針

上記のような状態を改善するため，本格
的な解体修理を行った。修理は，株式会社
坂田墨珠堂（滋賀県大津市小野）において
行われた。
絵具層は膠の接着力が低下し，剥離・剥
落・粉状化を起こしているため，膠による
剥落止め処置を行う必要があった。裏打紙
各層は経年劣化が見られたため，すべて除
去し，新たな裏打ちを施すこととなった。
本紙には旧補修紙が多数使用されてお図1　合成樹脂によるテカリ
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り，特に東側画面，向かって右側の唐獅子
は下半分の表現がなくなるほど，広範囲の
金箔押し補修紙が使用されていた。旧補修
紙の劣化状態，画面の色調等との馴染み具
合，また除去後の画面全体への影響など，
除去については慎重な検討を要した。本件
に関しては，新たな補修紙に地色補彩を施
すことで視覚的に改善が図れる箇所や，劣
化の進行が著しく，再使用することで，本
紙への悪影響が懸念される箇所を除去す
ることとし，それ以外については再使用す
ることとなった。
また養源院障壁画は昭和22年（1947）
に合成樹脂（PVA，アクリル樹脂）で剥落
止めが行われたと報告されている2）。本紙
画面上でも塗布痕が複数箇所確認された。
合成樹脂は水分を与えることにより，白濁
等の変化を生じ，表現に影響を与える可能
性があるため，修理に使用する水分を最小
限に留めることが肝要となった。
特に問題となったのは，修理終了後の本
紙を戻す方法である。本紙を修理前と同じ
やり方で仏壇羽目板に戻せば，近い将来，
同様の損傷を生じることが予想された。一
方で，養源院客殿は京都市指定文化財（当
時）であり，可能な限り当初の建材は保全
することが望ましかった。所有者，京都
府・京都市文化財保護課の建造物・美術
工芸品担当者，及び修理技術者が協議を重
ねた結果，下地として使用されている板等
が当初部材か疑わしく，かつ本紙の保存性
が重要視されたため，修理後の本紙は新調
した組子下地に貼り付けた状態に改装し
て嵌め戻すこととなった。
	 （安井）

５．修理工程

修理は以下の工程で行われた。

1　現地での調査
現地において，損傷状況を確認し，撮影
を行った。

2　解体・搬出前の養生
現地での解体前に，本紙表面の汚れを柔
らかい刷毛やピンセット等で除去した後，
絵具層の剥離及び剥落が懸念される箇所
に膠水溶液を塗布した。

3　解体
旧縁（四分一）を取り外し，彩色層保護
のため，レーヨン紙とフノリを使用した養
生を施した後，下地から本紙を取り外し
（図2），仮貼に貼り込んで修理工房へ搬出
した。

4　調査
画面の養生紙を除去し，料紙の特徴及び
繊維組成検査（JIS-P8120），顔料調査，損
傷図面の作製等を行い，撮影を行った。ま
た，現地での解体後，初めて下地の特殊な

図2　本紙の取り外し
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構造が明らかになったため，下地構造の調
査は，修理技術者に府・市担当者も加え，
複数回に亘って入念に行われた。

5　クリーニング
本紙表面の汚れを乾燥状態で除去した

（写30）。

6　剥落止め
膠水溶液を使用し，剥落止めを行い，絵
具層の接着を強化した。濃度の調整（1.5
～3％重量濃度）及び塗布の回数は状態に
より適宜判断された。特に獅子の腹などに
塗られている胡粉層の定着が弱く，剥落が
著しかったため，現地解体前と工房搬入後
に膠とフノリの混合水溶液（2～3％）の
塗布を繰り返し，絵具層を安定させた（写
22）。また，剥離面において加圧が必要な
箇所には随時加圧を行った。金箔地におい
ても同様に剥落，剥離が確認されたので，
膠水溶液を塗布し，安定させた（写24）。
再使用される金箔押しの補修紙にも同様
の処置を行った。

7　旧裏打紙の除去
肌裏紙を残して，旧裏打紙を除去した。

8　クリーニング
本紙の金箔部分に濾過水を用いて湿り
を与え，水溶性の汚れを吸水紙に吸着させ
て除去した。本紙には合成樹脂（PVA）に
よる剥落止めが施されており，特に墨線や
彩色部分で顕著に認められたため，当該箇
所では，水を使用してのクリーニングは必
要最小限に留めた。

9　剥落止め
膠水溶液を絵具層に塗布し，再度剥落止
めを行った。

10　表打ち
画面表面に，常温抽出フノリを用いて
レーヨン紙で表打ちを施した。ただし，水
分を与えることにより合成樹脂の白濁が
懸念されたので，特に彩色層が脆弱な部分
や，本紙自体が脆弱な部分に選択的に表打
ちを施した。

11　肌裏紙の除去
乾式肌上法で旧肌裏紙をすべて除去し
た（図3）。乾式肌上法はごく少量の水分を
用いて肌裏紙の繊維をほぐし，少しずつ除
去していく方法で，使用する水分を最小限
に調節できるため，もろくなった本紙や脆
弱な絵具層の保護に適している。今回の修
理では合成樹脂による白濁を生じないよ
うに表打ちを施さない箇所があったため，
そこでは特に本紙に水が回らないよう細
心の注意を払いながら，肌裏紙の除去を
行った。

12　旧補修紙の除去
協議結果に基づき，不具合な旧補修紙を

図3　肌裏除去
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除去した。また，再使用する旧補修紙につ
いては，本紙と重なる部分が本紙に負担を
与えないよう，最小限になるよう調整し
た。

13　補修紙の補填
本紙料紙の繊維組成検査に基づき，同組
成の補修紙を作成し，本紙の欠失部に小麦
澱粉糊で補填した（図4）。

14　表打ちの除去
表打ちのレーヨン紙とフノリを除去し
た。

15　新規の肌裏打ち（１層目）
小麦澱粉糊を使用し，楮紙で肌裏打ちを
行った。新たな裏打紙は未染色のものを用
いた（図5）。

16　亀裂の補強
本紙裏面の肌裏紙の上から，亀裂箇所の
補強のために，薄楮紙の細い帯（約2～
3cm幅）を接着した。

17　裏打ち（２層目）
本紙を弱アルカリ性に保ち，酸化を抑制
するため，炭酸カルシウム入の楮紙を使用

し，小麦澱粉糊で2度目の裏打ちを行っ
た。２度目は，１度目の紙の向きに対して
90度回転させて打っている。紙の繊維配
列をクロスさせることで，本紙は縦横の伸
縮に均等に耐え得る。

18　仮貼り
本紙を仮貼りし，乾燥させた。

19　補修紙の補彩
補修紙を補填した箇所に補彩を行った。
加筆は行わず，基調色を絵具や金箔が剥落
した料紙の色とした。いわゆる地色補彩で
あるが，本件の場合，金地ではあるもの
の，作品の戻される場所が光の当たらない
暗所であることを考慮に入れ，補修紙が明
るく浮き上がってしまわないよう，全体の
調和を図って慎重に補彩を行った（写
14・16・26・28）。

20　下地の下貼り
下地は杉白太材鬢留総枘組子下地を新
調し，下地の両面に6種8層（骨縛り，胴
張，3枚蓑掛け，蓑縛り，下浮け，上浮け）
の下貼りを施した。下貼りには本修理の記
録を墨書している。下貼り中に下地を現地
に搬入，寸法確認し，微調整を行った。

図4　補修紙の補填 図５　裏打ち（1層目）
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21　本紙の貼り込み
仮貼りからはずした本紙を，調整を終え
た下地に貼り込み，十分に乾燥させた。

22　搬入，設置，修理後の記録
下地に貼り込んだ本紙を養源院に搬入
し，仏壇羽目板に設置，新調した漆塗縁
（四分一）を取り付けた。
設置後，記録のため撮影した。　（安井）

６．特記事項

（１）亀裂箇所の修正
東側画面，向かって左側の唐獅子には，
過去の亀裂の修理により，図様のズレが生
じていた。これを解消するため，当該部分
の本紙や絵具層の状態を確認した上で，表
打ちは施さず，肌裏紙除去後に，描線や断
面を根拠に修正した（図6）。これにより，
当初の筆線に近い状態に復することがで
きた（写19・20）。　　　　　　　（安井）

（２）仏壇羽目板の唐獅子図の
設置状況について

仏壇羽目板には，3面の唐獅子図が描か
れるが，3面それぞれに亀裂が生じている

部分があった。唐獅子図の描かれる本紙を
外したところ，亀裂や破損の原因の一つ
に，本紙を貼り付ける下地板の構造に問題
があることがわかった。下地板は，上框及
び下框，左右の縦框に，木枠によって嵌め
られていた（図7・図8）。木枠１本の形状
は断面がL字型をしており，この木枠に下
地板を６～７枚並べて打ち付けていた（図
9）。木枠と下地板には，10㎜程度の段差
があり，段差を解消するように「浮け紙」
が貼られた痕跡があり（図8拡大図），上
に本紙が貼られ，四分一（15㎜角）で押さ
えられていた（図8）。四分一は，四辺とも
框の見込み部分に釘で固定されていた。四
分一は，現状の釘穴のほかにも前に使用し
たと思われる釘穴の痕跡がみられた。下地
板は，1枚が高さ約41㎝，幅が30～42
㎝，厚みが約20㎜の大きさで，それぞれ
に割れや反りがみられた。大きい反りでは
6㎜あり，一列に並んだ下地板の面は揃わ
ず，凹凸が生じていた。今回の修理では，
本紙を貼付ける際に，この段差や反りが問
題であった。木枠と下地板の段差と同様
に，「浮け紙」を貼った痕跡がみられたが，
「浮け紙」そのものは失われ，現状では本
紙を安定して支えることができず，自重に
より亀裂が生じ，下地板から本紙が外れか
けていた（図10）。また，下地板をとめる
釘の錆により本紙の裏側にある補修紙に
も腐食が確認された（図11）。
今回の修理において，本紙そのものを修
理しても，下地板と本紙との接触部分にお
ける段差や反りなどの構造上の問題を解
消しない限り，同様の損傷が生じる可能性
が大きいと考えられた。そこで，協議によ
り，設置方法を変更して工事をすることに図6　亀裂の修正
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図７　羽目板（中央）東側　縦框廻り　平面図

図８　羽目板（中央）　A-A'　断面図
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した。
本紙の損傷の原因を解消するにあたり，
本紙を貼付ける面が平らである必要が
あったが，下地板は割れや反りが大きく，
再利用するには難しい状況で，下地板を新
しくする必要があった。また木枠と下地板
の段差も，それぞれの形状を変更しなけれ

ば，安定した面を作ることはできなかっ
た。木枠そのものは，框に取付けられてい
るため，木枠や下地板を変更するには，仏
壇を含めた構造を再検討する必要があっ
た。さらに，修理前の状況と同じように木
枠と下地板に直接本紙を張り付けてしま
うと，下地板の反りなどが再び起こる可能

図９　羽目板構造　イメージ図

図12　取り外し前亀裂 図13　本紙取外し後仏壇羽目板下地

図10　取り外し前亀裂 図11　釘錆による腐食
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性があり，本紙にとっても，現状は好まし
い取り付け方法ではなかった。
本事業は本紙そのものを修復する内容
で計画されており，上記のことから下地板
を含めた工法を検討し直すと，工期や金額
も含めて内容が大きく変更する可能性が
あったため，所有者や現場の状況を鑑み，
木枠や下地板の構造を変更することは今

回見送った。
今回の修理方法は，既存の下地板や木枠
はそのまま残し，手前に新しい下地（組子
下地）（図14）に本紙を貼り付けたものを
置き，新しい四分一で固定した（図8）。組
子下地の厚みは20㎜で，この下地を取付
ける分だけ本紙が手前に出る形となった
（図7）。四分一は15㎜角の断面のものを

図14　組子下地（杉白太材）

図17　仏壇下（東をみる）右側面が下地板 図18　仏壇下(西をみる)左側面が下地板

図15　骨縛り（組子下地に裏打紙を貼る） 図16　建て合せ（現地にて微調整）
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新調した。四分一を框に固定する際に，四
辺に固定すると框への釘穴数が多くなる
ため，上辺のみ四分一釘で四箇所固定し，
左右と下辺の四分一は釘留めをせず，框に
嵌めこむのみとした。既存の四分一は，仏
壇床下に保管した（図18）。仏壇下へは北
側縁側の床下より入ることができた。
施工前の状態は，建造物の一部である下
地板の枠に本紙が直接貼り付けられてお
り，通常ではみられない構造であった。こ
の構造は，修理で取り外す際に本紙を傷め
る可能性があった。今回の設置方法は，上
部の四分一のみを固定したため，専門の修
理技術者によって取り外しが可能である。
本施工後の状態を保持したまま，今後保存
ができれば，本紙にとって望ましい環境と
いえる。	 （千木良）

７．おわりに

本図修理中に，養源院客殿等が国の重要
文化財として指定された。修理後，本図
は，国指定建造物の一部として，保存管理
されることとなった。
また，本図は狩野山楽の障壁画の数少な
い基準的作例のひとつである。そこで，建
造物の一部ではあるが，作品の重要性を鑑
み，美術工芸品（絵画）の京都市有形文化
財として，平成29年3月31日付けで指定
される運びとなった3）。
今回の修理では，関係者の協議により，
修理前の構造に拘泥せず，障壁画をより良

い形で将来に継承できる仕様に改めるこ
とができた。
将来行われる建造物の解体修理の際に
は，本図の修理・再設置について，建造物
の一部であると同時に，美術工芸品の指定
品として十分に協議が尽くされることを
願い，稿を結ぶ。	 （安井）
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修理前後写真
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東側画面

写１　修理前　全図（現地）

写２　修理前　仏壇羽目板より取り外した本紙全図

写３　修理後　下地貼り込み後の本紙全図

写４　修理後　全図（現地設置後）

修
理
前
後
写
真
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中央画面

写５　修理前　全図（現地）

写６　修理前　仏壇羽目板より取り外した本紙全図

写７　修理後　下地貼り込み後の本紙全図

写８　修理後　全図（現地設置後）

修
理
前
後
写
真
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西側画面

写９　修理前　全図（現地）

写10　修理前　仏壇羽目板より取り外した本紙全図

写11　修理後　下地貼り込み後の本紙全図

写12　修理後　全図（現地設置後）

修
理
前
後
写
真
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下地の構造に起因するたわみや亀裂

写13　修理前　西側　たわみと亀裂

写14　修理後　西側

修
理
前
後
写
真
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写15　修理前　中央　亀裂

写16　修理後　中央

修
理
前
後
写
真
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亀裂による図様のずれの修正

写17　修理前　東側　亀裂に起因する図様のずれ

写19　修理後　東側

修
理
前
後
写
真

写18　修理前　東側　拡大

写20　修理後　東側　拡大
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絵具の剥離・剥落

写21　修理前　中央　絵具層の剥落

写22　修理後　中央

修
理
前
後
写
真
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写23　修理前　東側　金箔地の剥落

写24　修理後　東側

修
理
前
後
写
真
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修
理
前
後
写
真

不具合な旧補修

写25　修理前　東側

写26　修理後　東側
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欠失・破損

写27　修理前　東側

写28　修理後　東側

修
理
前
後
写
真
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修
理
前
後
写
真

付着物・染みなどによる汚損

写29　修理前　東側

写30　修理後　東側
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補 修 箇 所 調 査 図 面

（株式会社坂田墨珠堂作成修理報告より転載）
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補
修
箇
所
調
査
図
面

東側画面

修理前　仏壇羽目板より取り外した本紙全図

図面　■再使用した旧補修紙　　■新たに補填した補修紙

修理後　杉白太材鬢留総枘組子下地貼り込み後本紙全図
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補
修
箇
所
調
査
図
面

中央画面

修理前　仏壇羽目板より取り外した本紙全図

図面　■再使用した旧補修紙　　■新たに補填した補修紙

修理後　杉白太材鬢留総枘組子下地貼り込み後本紙全図



－59－

千木良礼子・安井　雅恵　『養源院客殿の仏壇羽目板（狩野山楽筆「唐獅子図」）の修理事業について』

補
修
箇
所
調
査
図
面

西側画面

修理前　仏壇羽目板より取り外した本紙全図

図面　■再使用した旧補修紙　　■新たに補填した補修紙

修理後　杉白太材鬢留総枘組子下地貼り込み後本紙全図
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顔 料 写 真

（株式会社坂田墨珠堂作成修理報告より転載）
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顔料写真　表面
※番号は撮影ポイントを指す

顔

料

写

真

（×20倍）

	 １	 ２	 ３
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顔

料

写

真

（×20倍）

	 ４	 ５	 ６

	 ７	 ８	 ９

	 10	 11	 12

	 13	 14	 15

	 16	 17	 18
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顔

料

写

真

（×100倍）

	 １	 ２	 ３

	 ４	 ７	 ８

	 ９	 10	 11

	 12	 14	 15

	 16	 17	 18


